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1111    はじめにはじめにはじめにはじめに 
環境庁から「平成11年度化学物質環境汚染実態調査」

1）を受託し，ジブチルスズ化合物，フェニルスズ化合物，
ジフェニルスズ化合物，1,1-ジクロロエタン及び1-ブロ
モ-3-クロロプロパンの5物質について，多摩川河口及び
川崎港京浜運河の2地点で，水質，底質を，多摩川河口
及び川崎港扇島沖の2地点で魚類を対象として実態調査
を実施したのでその結果を報告する。 
 
２２２２        調査方法調査方法調査方法調査方法    
2.1 2.1 2.1 2.1 調査対象物質調査対象物質調査対象物質調査対象物質    
  調査対象物質を表１に示す。 
 

表１表１表１表１        調査対象物質調査対象物質調査対象物質調査対象物質    
調査対象物質 水質 底質 魚類 
ジブチルスズ化合物 ○ ○  ○ 
フェニルスズ化合物 ○ ○  ○ 
ジフェニルスズ化合物 ○ ○  ○ 
１,１－ジクロロエタン ○ ○  － 
１-ﾌﾞﾛﾓ-３-ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾊﾟﾝ ○ ○  － 
 
2.2  2.2  2.2  2.2  試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点試料及び試料採取地点 
  図１に示す多摩川河口（Ａ地点）及び川崎港京浜運河
(Ｂ地点)の２地点において水質，底質試料を採取した。
Ａ，Ｂ両地点とも約 50ｍ四方の範囲を一つの地点とし，
分散した形で各々３検体を採取した。魚は，多摩川河口
（Ａ地点）及び川崎港扇島沖（Ｃ地点）の２地点におい
て採取した。各々の試料の概要を表２,３,４に示す。 
    
    
    

表２　　水質試料の概要

調査地点 採取年月日 水温（℃） 一般状況
色相 透明度（ｍ）

多摩川河口（A) 1999.10.14 23.8～24.1 淡緑色 1.0～2.0
川崎港（B) 1999.10.14 24.3～24.7 灰緑色 3.0～3.5  

調

多摩
川

表３　　底質試料の概要

調査地点 採取年月日 水深（ｍ） 一般状況 含
（外観，臭気，夾雑物） （

多摩川河口（A) 1999.10.14 3.0～6.0 灰黒色泥状，海浜・干潟臭 24
ｺﾞｶｲ，貝殻，小石

植物片，ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ片
川崎港（B) 1999.10.14 13～14 黒色泥状，硫化水素臭 37～

ﾀｰﾙ臭，下水臭

貝殻，植物片，石灰片

*  環境局公害部自動車対策課 
-６６- 
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表４　　魚類試料の概要

査地点 採取年月日 魚種 個体数 体長 体重 脂質重量
（ｃｍ） （ｇ） （％）

川河口（A) 1999.10.14 ｽｽﾞｷ 3 40～５２ 960～1880 3.5
崎港（B) 1999.10.14 ｽｽﾞｷ 3 40～５２ 900～1820 1.4～1.6  

水率 強熱減量
％） （％）
～30 ５～６

４３ ６～10
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図１ 水質,底質及び魚類試料採取地点 



 

2.3  2.3  2.3  2.3  分析方法分析方法分析方法分析方法    
    分析方法は環境庁から指定された方法２），３）により実
施した。各物質の分析フローチャートを図２，３に示す。 
 また，各物質のGC/MSの測定条件を表５,６に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

       

P-ﾌﾞﾛﾓﾌﾙｵﾛBz

0.2ｐｐｍ, 2ul

MeOH  9ml 3000ｒｐｍ　10ｍｉｎ

振とう　5ｍｉｎ, 超音波　10ｍｉｎ

20ｍｌ 0.1ｍｌ

水質試料　＊ へ

図３ 　１，１-ジクロロエタン,  １-ブロモ-３-クロロプロパン
　　　分析フローチャート

定　　量 分　取 evian 5ml

パージ＆トラップ

底質試料　2ｇ 抽出　2回 遠心分離

水質試料　5ml 内標準添加

GC/MS-SIM

＊

 

NaCl  30g 酢酸ｰ酢酸ナトリウム緩衝液 2% NaBEt4 0.5ml
サロゲート化合物

ヘキサン 100ml 10分間 Na2SO4 0.2ml

TeBT-d36.TeTP-d20
1μg/ml×20μl

内標準添加 GC/MS-SIM

pＨ調整 誘導体化

振とう抽出 再抽出 脱水・濃縮

水質試料　１ｌ
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サロゲート化合物 1M Hcl-MeOH/AcEt(1:1)

10ｍｌ，20ｍｌ

pH5 2% NaBEt4 2ml ヘキサン 1ml

5ml，5ml

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｶｰﾄﾘｯｼﾞ 0.2ml TeBT-d36,TeTP-d20

5%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ  6ml 1ug/ml*20ul

底質試料　2ｇ

誘導体化 脱水・濃縮

クリーンアップ 濃縮 内標準添加 GC/MS-SIM

再抽出

＊

抽出　2回 濃縮

 
 
 
 
 
 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
３３３３        調査結果調査結果調査結果調査結果    
  今回の調査における水質試料，底質試料及び魚類試料
の調査結果４）を表７～９に示す。 
3.1 3.1 3.1 3.1 水水水水質試料質試料質試料質試料    
  多摩川河口，川崎港共に調査対象物質のジブチルスズ
化合物と1,1-ジクロロエタンの２物質が検出された。そ
の他は不検出であった。 
3.2 3.2 3.2 3.2 底質試料底質試料底質試料底質試料    
  多摩川河口，川崎港共に全調査対象物質が検出された。 

サロゲート化合物 1M Hcl-MeOH/AcEt(1:1)

10ｍｌ，20ｍｌ

pH5 2% NaBEt4 2ml ヘキサン 1ml

5ml，5ml

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｶｰﾄﾘｯｼﾞ 0.2ml TeBT-d36,TeTP-d20

5%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ  6ml 1ug/ml*20ul

底質試料　2ｇ

誘導体化 脱水・濃縮

クリーンアップ 濃縮 内標準添加 GC/MS-SIM

再抽出

＊

抽出　2回 濃縮

1M HBr-MeOH 1M HBr-MeOH

/AcEt(1:1)70ml /AcEt(1:1)30ml

飽和NaBr ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾞﾚｰﾀｰ 10%NaBEt4

AcEt/Hex(3:2)  30ml，30ml N2吹き付け

1M KOH/EtOH ﾍｷｻﾝ　40ml，40ml 1ml

40ml

図２　　ジブチルスズ化合物，フェニルスズ化合物
　　　及びジフェニルスズ化合物分析フローチャート

魚類試料　5ｇ 抽出 吸引ろ過

抽出 脱水・濃縮 誘導体化

アルカリ分解 再抽出 脱水・濃縮

底質試料　＊へ

 

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

　　　表 ５ ジブチルスズ化合物，フェニルスズ化合物
　　ジフェニルスズ化合物 測定条件

項   目 条             件
使用機器   HP　５８９０　Ⅱ

  JEOL　Ａｕｔｏｍａｓｓ－50Ⅱ
カラム   HP－５ｍｓ　３０ｍ＊0.25ｍｍ直径＊0.25μｍ
カラム温度   60℃(２min) - 20℃/min　-　130℃ -10℃/min - 210℃

  -５℃/min - 260℃ -  10℃/min - 300℃（２min）
キャリアーガス   He，１ml/min
注入方法   Ｓｐｌｉｔｌｅｓｓ　（ｐｕｒｇｅ　ｏｎ　1.0ｍｉｎ）
注入量   １ｕｌ
注入口温度   ２９０℃
イオン源温度   ２３０℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度   ２８０℃
イオン化電圧   ７０ｅＶ
モニターイオン   ジブチルスズ化合物　　　　　　　 ２６１ （２６３）
（ｍ／Ｚ）   フェニルスズ化合物　　　　　　　　 ２５３ （２５５）

  ジフェニルスズ化合物　　　　　　 ３０３ （３０１）
　DBT-d18　　　　　　　　　　　　　 ２７９　　 （２８１）
    
    
    

  MPT-d5                              ２６０ （２５８）
  DPT-d10                             ３１３ （３１１）
  TeBT-d36                         ３１８ （３１６）
 TePT-d20                            ３６６   （３６４）  

　表６　 １,１-ジクロロエタン，１-ブロモ-３-クロロプロパン 
    
    

    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
3.3 3.3 3.3 3.3 魚類試料魚類試料魚類試料魚類試料    
  多摩川河口のフェニルスズ化合物を除き，他の調査対
象物質は，多摩川河口，川崎港とも検出された。 
    
    
    
    

　　　　　測定条件

項　　目 条　　　　　　件
使用機器 　ＨＰ　５８９０　Ⅱ

  JEOL　Ａｕｔｏｍａｓｓ－50Ⅰ
　AQUATIC　60ｍ＊0.25mm直径＊1.0μm

トラップ管 VOCARB　3000　（ＣａｂｐａｃｋＢ／Ｃａｒｂｏｘｅｎ1000＆1001）
注入方法 　クライオフォーカス
パージ時間 　８ｍｉｎ
温度条件 　40℃（３ｍｉｎ） - ７℃/ｍｉｎ　-　２００℃
MS方式 　四重極
イオン化方式 　ＥＩ
イオン源温度 　２００℃
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ温度　２００℃
イオン化電圧 　70ｅＶ
モニターイオン 　１，１－ジクロロエタン　　　　 ６３ （９８）
（ｍ／Ｚ） 　１-ブロモ-３-クロロプロパン　　 ７６　　　 （１５８）

Ｐ-ブロモフルオロベンゼン　　　 １７４　　 （９５）  

 
 -６７-



 

４４４４        考考考考    察察察察    
  水質，底質及び魚類について本市と全国５）とを比較し
た結果について次に示す。    
4.1 4.1 4.1 4.1 水質試料水質試料水質試料水質試料    
(1) ジブチルスズ化合物は，本市では 0.0068～0.012  
 ng/mlであった。全国では49地点中40地点で検出さ
れ，検出範囲では 0.0011～0.02 ng/ml であり大阪湾 
が最高濃度であった。なお,全国調査では0.001 ng/ml 
 未満の検出値はtrとして扱われている。 
(2) フェニルスズ化合物は，本市及び全国調査とも不検 
 出であった。 
(3) ジフェニルスズ化合物は，本市では不検出であった 
が,全国調査では47地点中４地点で検出されている。 
(4) 1,1－ジクロロエタンは，本市では0.018～0.040ng 
 /ml であった。全国では52地点中12地点で検出され
た。検出範囲は0.0030～0.072 ng/mlであり，本市の
多摩川河口地点が全国レベルでやや高濃度であった。 
(5) １-ブロモ-３-クロロプロパンは，本市及び全国調査
とも不検出であった。 
4.2 4.2 4.2 4.2 底質試料底質試料底質試料底質試料 
 本市及び全国の調査地点で全対象物質が検出された。 
(1) ジブチルスズ化合物は，本市では 0.010～0.10μg  
/g-dryであった。全国では51地点中45地点で検出さ 
 れ，検出範囲は0.0027～0.19μg/g-dryであり，石川
県の犀川河口が最高濃度であった。なお，全国調査で 
は 0.0025μg/g-dry 未満の検出値は tr として扱われ
ている。 
(2) フェニルスズ化合物は，本市では 0.0013～0.058  
 μg/g-dry であった。全国では51地点中12地点で検
出され，検出範囲は 0.016～0.16μg/g-dry であり，
呉港が最高濃度であった。次に鳥羽港，那覇港と続い 
ている。なお，全国調査では 0.016μg/g-dry 未満の
検出値はtrとして扱われている。 
(3) ジフェニルスズ化合物は，本市では0.00019～0.0059
μg/g-dryであった。全国では50地点中26地点で検 
 出され，検出範囲は 0.00061～0.059μg/g-dry であ 
 り，鳥羽港が最高濃度であった。なお，全国調査では 
 0.00061μg/g-dry 未満の検出値はtr として扱われて
いる。 
(4) 1,1－ジクロロエタンは，本市では 0.0087～0.011  
 μg/g-dryであった。全国では46地点中３地点で検出 
 され，検出範囲は0.0087～0.028μg/g-dryであり， 
京都府の宮津港が最高濃度であった。検出された他の
２地点は，本市の多摩川河口と川崎港であった。なお，
全国調査では 0.0023μg/g-dry 未満の検出値は tr と
して扱われている。 
(5) １-ブロモ-３-クロロプロパンは，本市で 0.022～ 
 0.055μg/g-dryであった。全国では49地点中２地点 
 で検出された。本市の２地点で検出され，川崎港が最 
 高値であった。なお，全国調査では 0.004μg/g-dry
未満の検出値はtrとして扱われている。 

4.3 4.3 4.3 4.3 魚類試料魚類試料魚類試料魚類試料 
(1) ジブチルスズ化合物は，本市では 0.0018～0.0052  
 μg/g-wetであつた。全国では47地点中29地点で検 
 出され，検出範囲は0.0023～0.071μg/g-wetであり大
阪府の大和川河口が最高値であった。なお，全国調査
では 0.0023μg/g-wet 未満の検出値は tr として扱わ
れている 
(2) フェニルスズ化合物は，本市ではnd～0.00027μg/g 
 -wetであった。全国では45地点中３地点で検出され， 
 検出範囲は0.0041～0.0083μg/g-wetであり，北九州 
市の洞海湾が最高値であった。他の２地点は関門海峡
と荒川河口であった。なお，全国調査では0.0032μg/g 
 -wet未満の検出値はtrとして扱われている。従って 
 本市の検出値は検出下限値と同様の濃度であった。 
(3) ジフェニルスズ化合物は，本市では 0.000046～  
 0.00034μg/g-wetであった。全国では45地点中20地 
 点で検出され，検出範囲は0.00013～0.0039μg/g-wet 
 であり，神戸港が最高値であった。なお，全国調査で 
 は0.00013μg/g-wet未満の検出値はtrとして扱われ 
 ている。従って本市の検出値は検出下限値と同様の濃
度であった。 

　 　　　表 ７ 水質試料の調査結果
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　　　　　表 ７ 水質試料の調査結果
　

物質名 多摩川河口 川崎港 検出限界 検出頻度

ブチルスズ 0.0068～ 0.0088～ 0.0012 6/6
　　　　化合物 0.0086 0.012
ェニルスズ ｎｄ ｎｄ 0.00022 0/6
　　　　化合物
フェニルスズ ｎｄ ｎｄ 0.000023 0/6
　　　　化合物
,１-ジクロロ 0.031～ 0.018～ 0.0019 6/6
　　　　エタン 0.04 0.021
-ブロモ-３- ｎｄ ｎｄ 0.0023 0/6
クロロプロパン  

物質名 多摩川河口 川崎港 検出限界 検出頻度

ジブチルスズ 0.0068～ 0.0088～ 0.0012 6/6
　　　　　化合物 0.0086 0.012
フェニルスズ ｎｄ ｎｄ 0.00022 0/6
　　　　　化合物
ジフェニルスズ ｎｄ ｎｄ 0.000023 0/6
　　　　　化合物
１,１-ジクロロ 0.031～ 0.018～ 0.0019 6/6
　　　　　エタン 0.04 0.021
１-ブロモ-３- ｎｄ ｎｄ 0.0023 0/6
クロロプロパン  

　　　　　　表８ 底質試料の調査結果
物質名 多摩川河口 川崎港 検出限界 検出頻度

ジブチルスズ 0.010～ 0.054～ 　A　0.000016 6/6
　　　　　化合物 0.013 0.10 　B　0.000019
フェニルスズ 0.0013～ 0.028～ 　A　0.00016 6/6
　　　　　化合物 0.0033 0.058 　B　0.00019
ジフェニルスズ 0.00019～ 0.0022～ 　A　0.000017 6/6
　　　　　化合物 0.00027 0.0059 　B　0.000021
１,１-ジクロロ 0.0088～ 0.0087～ 　A　0.0019 6/6
　　　　　エタン 0.011 0.010 　B　0.0024
１-ブロモ-３- 0.022～ 0.038～ 　A　0.0023 6/6
クロロプロパン 0.029 0.055 　B　0.0029

A：多摩川河口 B：川崎港  

　　　　　表 ９ 魚類試料の調査結果
川崎市公害研究所年報 第28号 2001 
物質名 多摩川河口 川崎港 検出限界 検出頻度

ジブチルスズ 0.0043～ 0.0018～ 0.000023 6/6
　　　　　化合物 0.0052 0.0040
フェニルスズ ｎｄ 　　ｎｄ～ 0.00022 1/6
　　　　　化合物 0.00027
ジフェニルスズ 0.000046～ 0.000069～ 0.000023 6/6
　　　　化合物 0.00015 0.00034  
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５５５５        まとめまとめまとめまとめ    
  川崎市では，水環境における化学物質対策として，毎
年数物質ごとの環境調査を行っている。環境省の「化学
物質環境汚染実態調査」の受託事業についても本市の化
学物質対策の一環として位置付け，今後も継続していく
予定である。 
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